
議会だより

令和４年３月定例会（第１回）
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次の議会定例会は、6月１５日開会予定です。
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令和４年度　一般会計予算

定例会
３月

町税
756,976
12.9%

繰入金
370,116
6.3%

自主財源
1,625,469
27.6% 諸収入

131,762
2.2%

その他１
305,963
5.2%

地方譲与税
75,752
1.3%

分担金及び負担金
60,652
1.0%

その他２
195,200
3.3%

歳　入 歳　出

（単位：千円） （単位：千円）

地方交付税
2,423,000
41.2%

依存財源
4,253,531
72.4%

国庫支出金
679,216
11.6%

県支出金
454,163
7.7%

町債
426,200
7.3%

予備費
4,000
0.1%

諸支出金
35
0.0%

議会費
78,291
1.3%

総務費
1,232,329
21.0%

民生費
1,768,167
30.1%

衛生費
542,481
9.2%

商工費
246,472
4.2%

労働費
2,655
0.0%

消防費
98,961
1.7%

教育費
521,241
8.9%

公債費
559,587
9.5%

農林水産業費
448,527
7.6%

土木費
376,225
6.4%

歳出総額
58億7千9百万円

災害復旧費
29
0.0%

※構成比は、四捨五入の関係で内訳と合計が一致しないことがあります。

議案の概要議案の概要

令和４年３月定例会は、３月９日に招集され、３月２３日までの１５日間の日

程で開催されました。

今期定例会では、報告１件、人事案件４件、条例改正１５件、承認４件、補正

予算５件、議案１１件、発議１件の合計４１件を審議しました。このうち、新

年度予算にかかる９件は、一般会計予算・決算常任委員会、総務経済常任委員

会及び文教厚生常任委員会の審査や現地調査を経て、本会議で審議しました。

　令和4年度一般会計当初予算の歳入歳出の規模は、58億7,900万円で前年度比

1億9,600万円（3.4％）の増となっています。

　新規事業の主なものとして、魅力ある観光物産商流創出事業、地域商社活動・

開発推進事業、企業版ふるさと納税・クラウドファンディング活用事業、消防ポ

ンプ自動車購入事業、消防団員出動報酬、小学校ＩＣＴ整備事業（電子黒板購入

等）、非接触レジ（キャッシュレス対応）導入事業、道路補修事業（湯の平宇都

前線、上町並木線）農地耕作条件改善事業（狭野１期地区・宇都１期地区）など

５７事業が計上されています。

58億7，900万円

歳入総額
58億7千9百万円
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令和４年度 一般会計当初予算の重要施策の概要 ※主な事業のみ掲載

（１）「町民の誰もが住み続けながら、豊かさと幸せを実感できる町づくり」事業の推進
　　①新型コロナウイルス感染症対策
　�　◇新型コロナウイルスワクチン接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６，１７５万１千円
　　　◇高原町新型コロナウイルス感染症緊急対策利子補給事業・・・・・・・・・・・・・・４８９万８千円
　　　◇ＳＷＣ（スマートウエルネスシティ）推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２６万円
　�　◇たかはる宿泊施設利用助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４２０万円
　�　◇皇子原公園コテージ改修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８７万７千円

　　②農林畜産業、商工業の振興と雇用の創出
　�　◇中山間地域等直接支払交付金事業・・・・・・・・４，８５８万７千円
　�　◇農地中間管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・４９０万１千円
　�　◇県営畑地帯総合整備事業　鹿児山1,2,3期地区・・・２，０３８万２千円
　�　◇県営畑地帯総合整備事業　後川内1,2期地区・・・・・・６，６３６万円
　�　◇森林経営管理制度事業・・・・・・・・・・・・・５７５万２千円
　�　◇たかはる夏まつり支援事業・・・・・・・・・・・・・・・３６１万円
　�　◇高原町中小企業特別融資等事業・・・・・・・・・・・５，０００万円

      ③ふるさと納税の推進
　�　◇ふるさと納税特産品贈呈事業・・・・・・・・２億４，７５７万６千円

      ④観光の振興
　�　◇高原町観光協会運営支援事業・・・・・・・・・・１，０７６万８千円
　�　◇皇子原公園・御池キャンプ村施設修繕事業・・・・・・２１２万２千円
　�　◇皇子原公園・御池キャンプ村管理運営委託事業・・・・１，７８４万円
　�　◇皇子原公園・御池キャンプ村改修工事・・・・・・・・６４４万５千円

　　⑤町民本位（町民ファースト）の町政運営
　�　◇たかはる創生推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・５７万３千円

　　⑥移住・定住の推進
　�　◇空き家バンク事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０８万６千円
　�　◇移住定住支援金交付事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５８６万４千円
　�　◇宮崎ひなた暮らしＵＩＪターン事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１０万円
　�　◇高原町住宅リフォーム促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２００万円

　　⑦災害に強いまちづくり
　�　◇避難行動要支援者管理システム事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８９万４千円
　�　◇高原町地域防災計画改定事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３４７万６千円

　　⑧公共施設の整備
　�　◇公立保育所修繕事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５５万８千円
　�　◇小学校修繕事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６００万円
　�　◇中学校修繕事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４００万円

　　⑨子育て支援・少子化対策
�　　◇副食費負担軽減補助事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６９万８千円
　�　◇保育料等負担軽減事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１２万４千円
　�　◇支援対象児童等見守り強化事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９７２万３千円
　�　◇放課後児童健全育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，１５０万２千円
　�　◇地域子育て支援拠点事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７０万２千円
　�　◇子育てのための施設等利用給付事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，０８２万円
　�　◇乳幼児医療費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，２５５万８千円
　�　◇子ども医療費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９１３万９千円
　�　◇小・中学校給食費補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，４２４万１千円
　�　◇高原町教育資金融資事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，７５０万円

　　⑩健康づくりと地域医療の充実
　�　◇病院整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億２，２８４万１千円

　　

▲県営畑地帯総合整備事業後川内視察

▲御池キャンプ村コテージ視察
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　�　◇健康づくり推進活動事業（簡易人間ドック）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９０６万１千円
         ◇健康教育事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６６２万３千円
　�　◇健康診査事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，２１５万５千円
　�　◇妊産婦健康診査事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６０４万２千円

　　⑪高齢者支援
　�　◇高齢者の生きがいと健康づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９７万１千円
　�　◇養護措置委託事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１億８６９万１千円
　�　◇養護老人ホーム峰寿園施設整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１６７万８千円

　　⑫資源と魅力を生かした地域の活性化
　�　◇霧島ジオパーク推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１２万９千円
　�　◇高原町地域活性化起業人設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６４１万９千円
　�　◇多面的機能支払交付金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２１万５千円

　　⑬地域交通の充実
　�　◇ＪＲ吉都線利用促進協議会負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８２万５千円
　�　◇乗合タクシー（広原線、まちなか循環線を新設）・・・・・・・・・・・・・・・・・４２２万９千円
　�　◇広域的バス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５３３万１千円
　�　◇地域間幹線バス【コロナ交付金】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８３万円

　　⑭教育環境の整備
　�　◇外国語指導助手配置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５２８万円
　�　◇教育支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８０１万７千円
　�　◇小学校給食運営事業（給食費補助含む）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６，３２９万１千円
　�　◇小学校町費職員配置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，０５９万１千円
　�　◇小学校ＩＣＴ整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，４８７万１千円
　�　◇学校施設整備事業（高原中学校 管理棟屋根補修工事・体育館照明LED化工事）・・  ３，２４８万６千円
　�　◇中学校町費職員配置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，０４１万２千円
　�　◇中学校ＩＣＴ整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，４０６万４千円

（２）町債の状況
　�　◇令和４年度末残高見込額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１億８，０９９万６千円

【主な新規事業】
　�　◇委員会赤外線マイクシステム整備事業【コロナ交付金】３１６万７千円
　�　◇外部デジタル人材配置事業・・・・・・・・・・・・・２１１万２千円
　�　◇保育士確保対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０万円
　�　◇高原町かんしょ生産体制強化事業・・・・・・・・・・・６３万４千円
　�　◇乳用牛生産性向上対策事業・・・・・・・・・・・・・・５６万５千円
　�　◇高原町和牛次世代確立対策事業・・・・・・・・・・・・・４３０万円
　�　◇農地耕作条件改善事業（狭野１期地区）・・・・・・・２，０００万円
　�　◇農地耕作条件改善事業（宇都１期地区）・・・・・・・２，０００万円
　�　◇県単独調査計画事業（霧島狭野原地区）・・・・・・・・・４８０万円
　�　◇魅力ある観光物産商流創出事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，４５９万６千円
　�　◇地域商社活動・開発推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，０００万円
　�　◇高原町魅力情報発信事業【コロナ交付金】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７５０万円
　�　◇企業版ふるさと納税・クラウドファンディング活用事業（企業版関係人口づくり事業）・・５００万円
　�　◇道路排水事業（単独）村移湯の元線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６７０万２千円
　�　◇道路舗装事業（単独）並木中入線外１路線・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，０７３万７千円
　�　◇道路補修事業（補助）湯の平宇都前線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，５５０万円
　�　◇道路補修事業（補助）上町並木線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３，１００万円
　�　◇橋梁補修工事（補助）安丸柳野線（前原橋）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８００万円
　�　◇並木団地５６ー１棟屋上防水改修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４８５万円
　�　◇消防団員　出動報酬・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９１０万７千円
　�　◇消防ポンプ自動車購入事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２，６０４万１千円
　�　◇高原町教育振興基本計画（後期）策定業務委託事業・・・・・・・・・・・・・・・・３７７万８千円
　�　◇小学校ＩＣＴ整備事業（電子黒板購入等）【コロナ交付金】・・・・・・・・・・・・６９９万２千円
　�　◇中学校ＩＣＴ整備事業（電子黒板購入等）【コロナ交付金】・・・・・・・・・・・・・・３２７万円

▲農地耕作条件改善事業（狭野地区）
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区　　　　分
令和４年度当初予算

（Ａ）
令和３年度当初予算

（Ｂ） 増　減　額
（Ａ）−（Ｂ）

比　　　　較
増減率
（％）

一　　　般　　　会　　　計

国    民    健    康    保    険
農  業  集  落  排  水  事  業
住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業

介 護 保 険 事 業
保 険 事 業 勘 定

収 益 的 支 出
資 本 的 支 出
収 益 的 支 出
資 本 的 支 出

資 本 的 支 出

サ ー ビ ス 勘 定
計

計
後  期  高  齢  者  医  療

病　院　事　業
会　　　　　計

水　道　事　業
会　　　　　計

工 業 用 水 道
事   業   会   計

５，８７９，０００ １９６，０００ ３．４

１０５，１９４ ３，３９１ △３．１

５１，６０９ △１１，９８１ △１８．８

５，６８３，０００
５０４ △１８７ △２７．１６９１

２５，０７３ △６，２０９ △１９．８３１，２８２
１，４９７，８１０ △７，３２８ △０．５１，５０５，１３８
１，４２４，１８８ △１６，８６８ △１．２１，４４１，０５６

１，４２９，９６７ △１６，８１２ 　△１．２１，４４６，７７９
５，７７９ ５６ １．０５，７２３

２７７，４４２ △３４，０４３ △１１．０３１１，４８５
９，１０９，７９６ １３１，４２１ １．５８，９７８，３７５

１０８，５８５
１９４，３３１ ７８１ ０．４１９３，５５０

６３，５９０
１，０１９，３８８ △６４，３７５ △５．９１，０８３，７６３

２，０１３ ２，０１３ ０ ０．０

特   

別   

会   

計

企  

業  

会  

計

※工業用水道事業会計については、用水の供給がないため、資本的支出のみ計上しています。
（単位：千円）

　世界中が新型コロナウイルス感染症への対応に追われている中、ロシア軍は、

２月２４日、国際社会の度重なる警告を無視し、ウクライナへの全面的な侵攻を

開始した。さらにその後、民間人を含め多数の犠牲者を出し続けている。これは、

明らかに国連憲章に違反し、世界の安全保障と国際秩序を脅かす侵略であり、断

じて容認できない暴挙である。

　よって、本町議会は、ロシア軍による攻撃とウクライナの主権侵害に強く抗議

するとともに、ロシア政府に対し、武力行使の即時停止とウクライナ領土から直

ちに全ての軍隊を完全に撤退させること及び誠実に国際法を遵守し、平和的に対

応することを強く求めるものである。

　また、政府においては、邦人の確実な保護や我が国への影響対策について万全

を尽くされるよう強く要請する。

　以上、決議する。

　

   令和４年３月１４日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高  原  町  議  会　

ロシア軍のウクライナ侵略に強く抗議し、恒久平和を求めます。
高原町議会では、ロシア政府に対して、「武力行使の即時停止」と「ウクライナ
領土からの完全撤退」及び「平和的な対応」を求める決議を議決しました。
決議文は次のとおりです。

ロシア軍のウクライナ侵略に強く抗議し、恒久平和を求める決議

令和 4 年度当初予算
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問　
濃
厚
接
触
者
等
が
休
業

し
た
場
合
の
所
得
の
救
済
策

は
。

答　
雇
用
調
整
助
成
金
、
休

業
支
援
金
・
給
付
金
等
の
利

活
用
を
お
願
い
し
た
い
。

問　
保
健
所
の
管
理
下
に
お

か
れ
る
と
、
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
。
感
染
症
を
ひ
と

つ
の
災
害
と
と
ら
え
食
材
等

の
備
蓄
啓
発
を
お
願
い
し
た

い
。

答　
啓
発
を
図
る
。

○
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

問　
体
制
の
構
築
は
。

答　
昨
年
要
綱
を
策
定
し
、

相
談
窓
口
を
設
置
し
た
。
そ

の
後
、
全
職
員
を
対
象
と
し

た
研
修
会
も
実
施
し
た
。

問　
聞
き
取
り
の
手
法
は
。

答　
真
実
を
述
べ
る
よ
う
に

促
し
、
虚
偽
の
発
言
を
す
れ

ば
懲
戒
処
分
等
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

問　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
し
、

主
観
の
入
っ
た
偏
っ
た
公
文

書
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
疑

い
は
一
切
な
い
か
。

答　
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

周
り
の
職
員
か
ら
の
聞
き
取

り
調
査
や
客
観
的
な
事
実
を

収
集
す
る
こ
と
が
重
要
。
調

査
結
果
と
作
成
さ
れ
た
文
書

と
の
整
合
を
慎
重
に
行
う
。

問　
管
理
職
が
加
害
側
当
事

者
で
あ
る
場
合
は
。

答　
法
及
び
規
則
に
則
り
、

副
町
長
及
び
総
務
課
長
に
お

い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

○
感
染
症
対
策

問　
濃
厚
接
触
者
等
に
対
す

る
置
き
配
又
は
買
い
物
支
援

等
検
討
で
き
な
い
か
。

答　
個
人
情
報
に
つ
い
て
県

か
ら
の
情
報
提
供
が
な
い
た

め
、
検
討
し
た
く
て
も
で
き

な
い
状
況
。

問　
県
に
対
し
て
働
き
か
け

は
。

答　
生
活
必
需
品
を
含
め
買

い
物
等
お
困
り
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
等
で
話

題
に
な
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、

機
会
が
あ
れ
ば
要
望
し
た
い
。

Ｎ
Ｏ
！
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

Ｎ
Ｏ
！
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

陣　　圭介議員
じん　　      けいすけ

○
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

問　
昨
年
一
般
質
問
し
た
後

の
現
状
は
。

答　
待
機
児
童
の
解
消
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
高
原
小
学

校
を
利
用
し
た
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
設
置
を
計
画
し
て

い
る
。

○
休
校
期
間
後
の
学
力
分
析

問　
各
種
対
応
策
の
効
果
は
。

答　
教
育
課
程
の
見
直
し
、

家
庭
学
習
の
課
題
準
備
、
学

力
向
上
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
に

よ
り
、
中
学
校
に
お
い
て
は

国
数
社
理
の
う
ち
３
教
科
が

向
上
し
て
い
る
。
現
在
、
こ

の
結
果
を
も
と
に
、
今
年
度

の
復
習
や
授
業
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
る
。



議会だより7

ここが聞きたい　　　問＆答
○
住
民
サ
ー
ビ
ス

問　
庁
舎
前
公
衆
電
話
撤
去

に
伴
う
町
民
対
応
は
。

答　
窓
口
で
も
対
応
し
て
い

る
が
検
討
す
る
。

問　
防
災
行
政
無
線
の
確
認

を
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
も
確
認

で
き
な
い
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防
災

メ
ー
ル
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
し
て

い
る
。 因

循
姑
息
に
あ
る
べ
か
ら
ず

進
取
果
敢
た
れ

因
循
姑
息
に
あ
る
べ
か
ら
ず

進
取
果
敢
た
れ

福澤　卓志議員
ふくざわ　      たくじ

問　
３
回
目
接
種
券
発
送
の

状
況
は
。

答　
２
回
目
接
種
後
６
カ
月

経
過
者
に
随
時
配
送
し
て
い

る
。
集
団
接
種
や
病
院
等
で

速
や
か
に
出
来
る
よ
う
に
ネ

ッ
ト
予
約
な
ど
も
活
用
を
。

問　
５
歳
か
ら
11
歳
は
。

答　
３
月
４
日
５
０
３
人
に

接
種
券
を
発
送
し
、
随
時
接

種
を
行
っ
て
い
る
。

○
教
育
行
政

問　
コ
ロ
ナ
禍
の
学
習
支
援

等
の
対
応
は
。

答　
心
理
面
の
ケ
ア
や
自
宅

学
習
支
援
、
学
童
保
育
担
当

課
と
の
連
携
を
行
う
。

問　
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対

応
は
。

答　
内
容
の
見
直
し
や
研
修

会
、
情
報
交
換
な
ど
の
機
会

を
準
備
す
る
。

問　
ク
ラ
ブ
活
動
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
は
。

答　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
無
い

が
、
協
議
や
研
修
を
行
う
。

○
総
合
政
策
行
政

問　
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

更
な
る
改
善
は
。

答　
担
当
者
を
中
心
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
て
い
く
。

問　
広
報
た
か
は
る
「
町
民

の
声
」
聴
取
の
工
夫
は
。

答　
匿
名
で
も
お
声
を
頂
い

て
お
り
、
町
政
運
営
の
参
考

に
し
て
い
る
。

問　
目
に
見
え
な
い
と
こ
ろ

で
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

町
民
を
表
彰
で
き
な
い
か
。

答　
町
制
施
行
記
念
式
典

（
５
年
に
１
度
）
で
行
っ
て

い
る
。

問　
広
原
定
住
促
進
住
宅
の

建
設
を
。

答　
当
面
の
間
、
見
合
わ
せ

る
。

○
農
林
行
政

問　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使

途
に
工
夫
を
。

答　
検
討
し
て
い
く
。

問　
飼
料
作
物
の
現
地
調
査

は
改
善
で
き
る
の
で
は
。

答　
合
理
的
で
簡
素
化
で
き

▲ゴミステーション未回収ゴミ

▲広原移住定住促進住宅未建設地

る
事
例
が
あ
れ
ば
取
り
入
れ

る
。

問　
資
材
等
材
料
の
支
給
は

で
き
る
か
。

答　
要
望
が
あ
れ
ば
現
地
調

査
を
行
い
、
支
給
判
断
す
る
。

○
環
境
行
政

問　
不
法
投
棄
等
の
通
報
は
。

答　
２
月
末
時
点
で
90
件
弱
。

問　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
老

朽
化
、
掲
示
物
の
改
善
を
。

答　
掲
示
物
は
提
供
し
て
い

く
。

問　
未
回
収
ゴ
ミ
の
対
応
は
。

答　
管
理
者
及
び
町
民
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

高原町公式LINE
ＱＲコード
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温水　宜昭議員
ぬくみず　   よしあき

高
原
町
元
気
化
実
現
へ
連
携
強
化
を

高
原
町
元
気
化
実
現
へ
連
携
強
化
を

○
地
域
産
業
の
育
成
と
振
興

問　
建
設
事
業
関
係
者
等
へ

の
コ
ロ
ナ
対
策
は
。

答　
収
入
減
対
策
支
援
事
業

（
18
業
者
が
対
象
）
や
利
子

補
給
事
業（
14
業
者
が
対
象
）

を
実
施
し
た
。

問　
公
共
事
業
の
受
注
状
況

は
。

答　
直
近
３
年
間
で
１
９
１

件
（
不
調
３
件
）
12
億
３
千

万
円
で
あ
る
。

問　
住
宅
取
得
支
援
金
交
付

事
業
の
町
内
業
者
の
受
注
状

況
は
。

答　
直
近
２
年
間
で
19
件
あ

っ
た
。

問　
地
元
高
校
に
土
木
・
建

築
科
の
再
設
置
を
望
む
声
が

あ
る
が
。

答　
２
市
１
町
や
事
業
関
係

者
と
の
意
見
交
換
を
深
め
て

ゆ
く
。
又
、
令
和
２
年
卒
業

生
１
名
が
都
城
高
専
へ
進
学

さ
れ
て
い
る
。

問　
新
担
い
手
３
法
へ
の
取

り
組
み
は
。

答　
工
期
の
平
準
化
へ
向
け

て
事
業
者
さ
ん
の
負
担
軽
減

に
取
り
組
む
。
又
、
工
事
経

費
等
に
つ
い
て
は
国
、
県
の

基
準
に
準
じ
て
実
施
し
て
ゆ

く
。

問　
今
後
の
地
域
産
業
の
育

成
に
向
け
て
は
。

答　
大
型
事
業
計
画
も
含
め

て
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇

用
確
保
に
向
け
可
能
な
限
り

支
援
し
て
行
く
。

○
公
共
施
設
等
整
備
の
基
本

方
針
に
つ
い
て

問　
小
学
校
建
設
が
優
先
さ

れ
た
理
由
は
。

答　
学
校
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
や
高
原
町
公
の
た
て
も

の
等
整
備
検
討
委
員
会
の
整

備
方
針
の
検
討
に
よ
り
決
定

し
た
。

問　
小
学
校
建
設
の
進
捗
状

況
は
。

答　
令
和
４
年
２
月
24
日
基

本
計
画
等
策
定
業
務
の
業
者

選
定
を
行
な
い
７
月
29
日
ま

で
に
計
画
策
定
す
る
。

問　
学
校
統
合
に
よ
る
最
大

の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
集
団
に
よ
る
教
育
の
充

実
、
ク
ラ
ス
替
え
の
効
果
、

指
導
体
制
の
充
実
等
が
図
ら

れ
、
児
童
生
徒
の
能
力
を
伸

ば
し
つ
つ
、
社
会
自
立
の
基

礎
、
国
家
、
社
会
の
形
成
者

と
し
て
の
基
本
的
資
質
を
養

う
学
校
と
な
る
こ
と
が
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
一
番
大
事

で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
小
学
校
建
設
の
財
源
計

画
は
。

答　
現
時
点
で
は
建
設
費
用

を
約
15
億
円
と
見
込
み
、
５

億
円
を
国
の
補
助
事
業
で
活

用
し
、
起
債
の
借
り
入
れ
を

４
億
５
千
万
円
、
又
、
公
共

施
設
等
整
備
基
金
５
億
円
と

学
校
基
金
５
千
万
円
で
賄
う

予
定
で
あ
る
。

問　
今
後
の
公
共
施
設
整
備

へ
向
け
て
は
。

答　
施
設
の
老
朽
化
・
人
口

状
況
・
住
民
の
ニ
ー
ズ
・
財

源
等
を
考
慮
し
、
公
共
施
設

等
総
合
計
画
や
個
別
計
画
を

反
映
し
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
ゆ
く
。　

▲高原中学校
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ここが聞きたい　　　問＆答

末永　　充議員
すえなが　   　みつる

○
産
業
振
興

問　
高
原
町
は
、
地
域
商
社

設
立
に
向
け
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
に
て
事
業
提
案
さ

れ
た
の
か
。

答　
テ
ー
マ
を
「
ふ
る
さ
と

納
税
」「
特
産
品
開
発
」「
子

育
て
」「
ア
ウ
ト
ド
ア
」「
飲

食
店
」
５
つ
に
分
け
て
提
案

さ
れ
、
事
業
化
に
向
け
動
き

だ
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

問　
地
域
資
源
を
生
か
し
た

地
場
産
品
の
開
発
を
ど
の
よ

う
に
お
こ
な
う
の
か
。

高
原
高
校
跡
地
の
利
活
用
等

高
原
高
校
跡
地
の
利
活
用
等

答　
特
産
物
企
画
部
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、
農
家
、
事

業
所
と
連
携
し
て
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
と
農
畜
産
物
の

加
工
品
の
開
発
を
お
こ
な
う
。

問　
高
原
高
校
跡
地
利
用
と

し
て
、
廃
墟
と
し
た
校
舎
が

民
間
に
て
活
用
で
き
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
が
町
と
し
て

の
考
え
は
。

答　
民
間
が
所
有
し
て
い
る

普
通
教
室
棟
、
体
育
館
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
を
地
域
住
民
や

ス
ポ
ー
ツ
文
化
団
体
、
各
種

団
体
に
活
用
し
て
い
く
た
め

に
意
向
調
査
を
お
こ
な
い
民

間
会
社
と
基
本
的
な
覚
書
を

締
結
し
て
い
く
。
施
設
管
理

運
営
に
つ
い
て
は
、
所
有
す

る
民
間
企
業
、
ま
た
町
で
構

成
さ
れ
る
運
営
協
議
会
に
て

今
後
協
議
す
る
。

問　
高
原
高
校
跡
地
に
「
奥

霧
島
地
域
商
社
ツ
ナ
ガ
ル
た

か
は
る
株
式
会
社
」
を
設
立

し
て
、
地
場
産
品
の
開
発
は

で
き
な
い
か
。

答　
会
社
は
、
町
の
遊
休
施

設
を
活
用
し
、
高
原
高
校
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

○
移
住
・
定
住
推
進

問　
広
原
地
区
に
定
住
促
進

住
宅
が
建
設
さ
れ
て
い
る
が

分
譲
地
と
し
て
の
考
え
は
。

答　
補
助
金
等
の
償
還
も
あ

り
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

数
と
募
集
物
件
は
。

答　
住
宅
73
件
、
店
舗
２
件
、

土
地
５
件
の
80
件
で
募
集
物

件
は
、
住
宅
２
件
、
土
地
５

件
の
７
件
で
あ
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
と
し
て
、

農
地
付
き
賃
貸
は
、
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か
。

答　
農
地
付
き
賃
貸
で
２
件
、

売
却
で
２
件
成
約
し
て
い
る
。

○
行
政
機
能
の
発
揮

問　
職
員
の
能
力
開
発
を
お

こ
な
っ
て
い
る
か
。

答　
行
政
相
談
に
対
応
す
る

職
員
の
能
力
を
向
上
す
る
た

め
に
、
宮
崎
県
市
町
村
振
興

協
会
等
の
研
修
を
お
こ
な
っ

て
い
る
。

○
不
祥
事
の
再
発
防
止

問　
職
員
を
組
織
的
に
支
援

す
る
仕
組
み
が
な
さ
れ
て
い

る
か
。

答　
講
師
に
弁
護
士
を
招
き
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を

実
施
し
て
い
る
。

問　
不
祥
事
の
再
発
防
止
の

た
め
の
行
動
指
針
を
作
成
し

て
い
る
か
。

答　
令
和
２
年
10
月
に
行
動

指
針
を
作
成
し
研
修
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
又
高
原
町
職

員
の
心
得
を
５
項
目
定
め
、

名
札
の
裏
に
常
時
携
帯
し
て

い
る
。

▲旧高原高校の校舎
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まえはら　 じゅんいち

○
庁
舎
建
設

問　
事
務
的
な
も
の
は
、
同

時
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

答　
建
設
地
な
ど
具
体
的
な

検
討
に
つ
い
て
は
並
行
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
震
度
６
ク
ラ
ス
の
地
震

で
、
最
悪
の
場
合
、
職
員
に

犠
牲
が
出
る
。

答　
避
難
訓
練
等
実
施
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

○
町
立
病
院

問　
経
営
規
模
及
び
今
後
の

運
営
方
針
は
。

小
学
校
建
設
と
並
行
し
て
庁
舎
建
設
を

小
学
校
建
設
と
並
行
し
て
庁
舎
建
設
を

答　
今
年
の
４
月
よ
り
56
床

か
ら
39
床
に
、
外
来
は
、
土

曜
日
の
午
前
は
診
療
を
継
続

し
、
木
曜
日
の
午
後
を
休
診

に
す
る
。
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
は
、
国
、
県
、
西
諸
の

各
公
立
病
院
を
始
め
、
西
諸

医
師
会
そ
の
他
関
係
機
関
と

の
調
整
が
必
要
で
、
患
者
数

の
動
向
や
医
師
確
保
、
町
財

政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
必

要
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
医
師
確
保
の
見
通
し
は
。

答　
現
状
で
は
困
難
を
極
め

て
い
る
。

問　
診
療
所
と
し
て
の
考
え

は
。

答　
手
段
と
し
て
は
認
識
し

て
い
る
が
、
総
合
的
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

問　
町
出
身
医
師
に
無
償
貸

与
の
考
え
は
。

答　
一
つ
の
方
法
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

○
歩
道
の
危
険
箇
所

問　
町
内
で
危
険
な
と
こ
ろ

は
な
い
か
。

答　
情
報
や
要
望
が
上
が
っ

た
箇
所
に
つ
い
て
は
調
査
し

改
善
を
講
じ
て
い
る
。

問　
高
齢
者
は
１
〜
２
㎝
の

段
差
で
つ
ま
づ
き
倒
れ
る
。

答　
よ
り
一
層
点
検
調
査
に

努
め
る
。

問　
国
・
県
道
は
。

答　
年
に
１
回
要
望
を
あ
げ

て
い
る
。

○
高
齢
者
の
相
談
窓
口

問　
窓
口
の
現
状
は
。

答　
高
齢
者
に
限
定
し
た
窓

口
は
設
置
し
て
い
な
い
。

問　
相
談
に
お
け
る
対
応
は
。

答　
ほ
ほ
え
み
館
で
は
、
高

齢
者
あ
ん
し
ん
係
で
対
応
す

る
と
と
も
に
、
で
き
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
関
係
す
る
部

署
と
連
携
し
適
時
対
応
し
て

い
る
。

問　
相
談
内
容
は
。

答　
介
護
保
険
や
認
知
症
に

関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
健
康

や
生
き
が
い
等
が
主
な
も
の

で
、
令
和
３
年
度
で
は
４
，０

４
８
件
受
け
て
い
る
。

問　
相
談
者
の
分
析
は
。

答　
電
話
相
談
が
約
半
数
で
、

本
人
あ
る
い
は
家
族
が
主
だ
。

性
別
で
は
女
性
が
男
性
の
約

３
倍
と
な
っ
て
い
る
。

問　
内
容
分
析
し
た
結
果
を

広
報
で
公
表
す
る
べ
き
だ
。

答　
検
討
す
る
。

問　
相
談
に
行
く
と
、
「
係

が
い
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
と
の
声
が
あ
る
。

答　
正
副
の
担
当
制
を
と
っ

て
い
る
が
、
職
員
に
通
知
を

す
る
。

問　
総
合
案
内
所
開
設
の
考

え
は
。

答　
総
合
案
内
人
を
含
め
検

討
す
る
。

総合案内所
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令和４年　第１回定例会議議決結果

報　告
第１号

専決処分について（専決第２号）
損害賠償の額を定めたことについて

承　認
第１号

専決処分について（専決第１号）
令和３年度高原町一般会計補正予算（第１８号）

承　認
第２号

専決処分について（専決第３号）
令和３年度高原町一般会計補正予算（第１９号）

承　認
第３号

専決処分について（専決第４号）
令和３年度高原町一般会計補正予算（第２０号）

承　認
第４号

専決処分について（専決第５号）
令和３年度高原町一般会計補正予算（第２１号）

議　案
第１号

高原町職員の服務の宣誓に関する条例及び公平委員会の委員の服務の宣誓に関する条例の
一部を改正する条例

議　案
第２号 国民健康保険条例の一部を改正する条例

議　案
第３号 学校基金の設置・管理及び処分に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第４号 高原町情報公開条例の一部を改正する条例

議　案
第５号 高原町個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第６号 財産の無償譲渡について

議　案
第７号 令和３年度高原町一般会計補正予算（第２２号）

議　案
第８号 令和３年度高原町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議　案
第９号 令和３年度高原町介護保険事業特別会計補正予算（第 3号）

議　案
第10号 令和３年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号）

議　案
第11号 令和３年度高原町病院事業会計補正予算（第３号）

議　案
第12号 高原町消防団設置条例の全部を改正する条例

議　案
第13号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第14号 職員定数条例の一部を改正する条例

議　案
第15号 高原町児童プール及び児童遊園の設置並びに管理運営に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第16号 高原町都市公園条例の一部を改正する条例

議　案
第17号 高原町公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第18号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

議　案
第20号 高原町介護保険条例の一部を改正する条例

議　案
第21号 令和４年度高原町一般会計予算

議　案
第22号 令和４年度高原町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

議　案
第23号 令和４年度高原町農業集落排水事業特別会計予算

議　案
第24号 令和４年度高原町国民健康保険特別会計予算

議　案
第25号 令和４年度高原町介護保険事業特別会計予算

議　案
第26号 令和４年度高原町後期高齢者医療特別会計予算

議　案
第27号 令和４年度高原町水道事業会計予算

議　案
第28号 令和４年度高原町病院事業会計予算

議　案
第29号 令和４年度高原町工業用水道事業会計予算

議　案
第30号 第６次高原町総合計画の策定について

議　案
第31号

特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例及び町長等の給与の特例に関する条例の一部
を改正する条例

発　議
第1号 ロシア軍のウクライナ侵略に強く抗議し、恒久平和を求める決議（案）

議　案
第19号

高原町皇子原公園の設置及び管理に関する条例及び高原町御池キャンブ村の設置及び管理
に関する条例の一部を改正する条例

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○●

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○●○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○●○○●

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○●

−○○○○○●○○○

−○○○○○●○○○

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○●

−○○○○○○○○○

−○○○○○○○○●

−●○○●○○○●○

−○○○○○○○○○

議 案

番 号
件　　　　　　名

議
決
結
果

−○○○○○○○○○

承認

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

⑥
福
澤
卓
志

⑨
前
原
淳
一

⑧
入
佐
廣
登

④
中
村   

昇

②
反
田
吉
已

⑦
末
永
　
充

①
陣   

圭
介

③
松
元
茂
春

⑤
温
水
宜
昭

⑩
温
谷
文
雄

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

●人権擁護委員の候補者の推薦について同意しました。
　　　久保田　光信さん（再任）、新福美代子さん（新任）、新福正敏さん（新任）
　　　　　　　　　　　　　　　　（任期令和４年７月１日〜令和７年６月３０日）

●固定資産評価審査委員会委員の選任に同意しました。
　　　増田　玲子さん（新任）　　　（任期令和４年５月８日〜令和７年５月７日）

− − − − −− − − − −−

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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ようこそ高原町へようこそ高原町へ シリーズ④

高原での暮らしは、どげんじゃひか？高原での暮らしは、どげんじゃひか？

編
集
後
記

　

平
成
14
年
９
月
に
「
議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
を

設
置
し
、
第
１
号
を
発
行

し
て
か
ら
、
令
和
４
年
３

月
定
例
会
の
発
行
第
79
号

ま
で
、
約
20
年
間
に
わ
た

り
、
議
会
案
件
や
議
会
活

動
の
内
容
等
、
い
ち
早
く

町
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

出
来
る
よ
う
、
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
で
協
議
し

発
行
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

諸
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
き
た
議
会
だ
よ
り
を
今

後
と
も
、
さ
ら
に
工
夫
し

な
が
ら
、
皆
様
に
親
し
ま

れ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
に

な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
。
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○移住のきっかけを教えてください。

　４０歳のころ高千穂の峰を間近に望む

皇子原がとても気に入って家を建てたの

ですが、家庭の事情で移住できないまま

２２年が経ってしまいました。子育てや

両親の介護がひと段落し念願の移住がで

きました。

○実際に高原町に住んでみていかがです

か？

　元々田舎に住んでいましたので不便は

全く感じません。車で１０分以内で町内

のスーパーに行けますし、急がないもの

はネットで注文することもできます。一

番ありがたいのは人の温かさです。２２

年前から地域の方々との交流があり、皇

子原公園での花見や貸し切りバスでの小

旅行などにも何度か参加させていただきました。今回正式に移住が決まったことを総会で報告しましたところ、みな

さんに温かく迎えていただきました。これまではお世話になることばかりでしたが、地域の一員として進んで役目を

果たしていきたいと思います。

○移住してよかったことは？

　朝は鳥の声で目覚め、おいしい水や空気、自分で育てた野菜を味わい、夜は満天の星空を見上げて生活できること

に幸せを感じています。静かな環境で自分の好きなことに没頭できるようになったこともありがたいです。

　

○高原町に来て驚いたことは？

　一番驚いたのはごみの分別ルールです。役場でごみの分別の仕方が書かれた分厚い冊子をいただいてただいま勉強

中です。限りある資源を大切にして豊かな環境を守るためにも資源のリサイクルに取り組もうと思います。

○お気に入りの場所は？

　自宅の庭から見上げる高千穂の峰です。春は薄紫、夏は濃い緑、秋は紅葉、冬は雪という具合に四季折々の衣をま

とった雄大な姿に感動します。清流ランドの遊歩道もおすすめです。

○これからの移住者へのアドバイスは？

　高原町のみなさんはどなたが移住して来られても温かく迎えてくださると思います。地域に溶け込んでそれぞれの

特技を生かしながら支えあっていけたらいいなと思っています。

松　山　　徹さんファミリー♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦ ♦

まつやま  　   とおる
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